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渋谷フクラスは、渋谷駅西口正面にあった
旧・東急プラザ渋谷および周辺の再開発によ
り、2019年12月に開業した地上18階地下
4階の複合施設だ。東急グループの100年に
一度と言われる渋谷大改造の一翼を担うビル
で、開発コンセプト「大人をたのしめる渋谷
へ」を具現化する69店舗が揃った新生・東
急プラザ渋谷のほか、オフィスや観光支援施
設、屋上広場等が一体的に開発された。この
最先端の流行発信基地にも、環境負荷低減に
貢献する地域熱供給が採用されている。
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この施設は下記エリアで熱供給を受けています

渋谷道玄坂地域
（渋谷熱供給㈱）

「熱供給」誌を新たに定期購読ご希望の方は、当協会ホームページよりお申込みください（送料含み無料）。



渋谷フクラスの「東急プラザ渋谷」の 17 階には、屋上広場が

ある。開放感があるテラス空間に緑豊かな樹木が並び、ラグジュ

アリーなソファや木の椅子などが点在する。渋谷のスクランブル

交差点や東京スカイツリー等も一望できて、居心地が良い。

その雰囲気づくりには、この広場を囲むように 17 階、18 階に

配置された 3 店舗の存在も影響しているようだ。ビル側が「この

ような屋上広場をつくりたいから、その雰囲気に合う店舗を募集

したい」とコンペを開催した結果、あのシンガポール「マリーナ

ベイ・サンズ」のルーフトップ等で総合エンタテイメントレストラ

ンを展開する「CÉ LA VI（セラヴィ）」が日本初出店した。景色と

一緒にモダンなアジア料理やカクテルも楽しめ、渋谷の散策の途

中の一休みにも女子会にもデートにもぴったりな空間。大人が楽

しめる渋谷の最たる空間が、渋谷フクラスの頂上に広がっていた。
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○28 渋谷フクラスの観光スポット
熱 供 給 る
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「SHIBU NIWA」ルーフトップ
ガーデン

JR「渋谷」駅 南改札西口より徒歩約1分
東急東横線、田園都市線、京王井の頭線、
東京メトロ半蔵門線、銀座線、副都心線

「渋谷」駅より徒歩約3分

新宿→

SHIBU NIWA（シブニワ）
渋谷フクラス

（東急プラザ渋谷）

JR渋谷駅

井の
頭線西口

バスターミナル

西口 渋谷
マークシティ

スクランブル交差点

東急プラザ渋谷 ルーフトップガーデン
「SHIBU NIWA（シブニワ）」
住　所：東京都渋谷区道玄坂1-2-3
	 渋谷フクラス17階
お問い合わせ：03-3464-8109
（東急プラザ渋谷／受付時間10〜21時）
https://shibuya.tokyu-plaza.com/
※営業時間、定休日は、施設において新型コロナウイル
ス感染拡大への対応を図っているため、ご案内を省略
させていただきます。ご来場の際は上記ホームページ
等にてご確認をお願いします。
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名 古 屋 大 学 教 授

主な研究テーマを教えてください。
田中　専門分野は建築環境設備で、

主テーマは都市・建築の省エネ、再

生可能エネルギー（再エネ）の活用で

す。中でも今は、建物のライフサイ

クルエネルギーマネジメントに注力

しています。既築中小ビルの多くは

運転管理者が不在で、エネルギー診

断、運用改善アドバイス、運転の最

適化・遠隔化・自動化等のサービス

が必要です。そのため、近年は AI

を活用した遠隔エネルギーマネジメ

ント手法の研究等を進めています。

それらの研究の原点は？

田中　約 20 年間、名大の新築・既

築建物の省エネ計画・実践支援を担

当してきました。その中で既築建物

の省エネの困難さを感じたことが大

きいです。様々な体験が、60 棟余

の主要な校舎のエネルギー消費パタ

ーンをモデル化して次の建物に活か

す手法や、省エネ行動を促す情報の

見せ方の開発等に繋がっています。

地域熱供給に期待することは？
田中　地域熱供給は、未利用エネル

ギー活用のほか、建物用途や規模の

組合せによるエネルギー需給の全体

最適化、時間や季節間のエネルギー

需給のミスマッチ解消にも対応でき

ます。また、今後、電源構成に占め

る再エネの比率を高めていくために、

VPP への貢献も期待しています。

最後に今後の展望をお願いします。
田中　脱炭素という目標に、感染症

対策等も加わって、社会の変革が進

んでいきます。その際にエネルギー・

空調システムにどのような影響を及

ぼすか、予見して動いていかないと

間に合いません。新しい発想で研究・

提案していくことが必要ですし、そ

れを実践していきたいと思います。

� （取材：広報委員 石本 真）

伝えたい熱がある。研究者の原点④

田中 英紀
実体験を原点に、建築群のライフサイクルエネルギーマネジメント手法を研究

Tanaka Hideki
1970 年岐阜県生。1998 年名古屋大学大学
院博士後期課程修了。中部大学准教授等を経て、
2014 年名古屋大学施設・環境計画推進室特任
教授。2019 年より現職。ささしまライブ 24
地区エリアエネルギーマネジメント協議会座長。
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地域熱供給50周年企画
長期ビジョン特別対談

佐土原 聡
（横浜国立大学大学院 教授）

髙口 洋人
（早稲田大学 教授）

優れているのに導入が進まないもの
佐土原　今日は、新型コロナウイル

スが都市やエネルギーに及ぼす影響

と、「ソーシャル・デザイン」の視

点から地域熱供給（地域冷暖房）の

これからについて考えていきたいと

思います。

　髙口先生は論文等で「ソーシャル・

デザイン」というキーワードを使わ

れています。地域熱供給やエネルギ

ーのあり方を考える際には、社会の

あり方がうまくデザインされた上で

考えることが重要なので、これから

を展望するのにふさわしい言葉だと

思っています。

髙口　私がこの 10 年ぐらい研究対

象にしているものの一つに、“技術

的には優れているけれども導入が進

まない技術”があります。なぜだろ

うと。例えば、既築建物の省エネ改

修は、やればいいと分かっているの

になかなか進まない。この状況を解

決するためのアプローチは、やはり

ソーシャル・デザインをどうするか、

というところから考える必要がある

と思い、この言葉を使うようにして

います。

新型コロナウイルスの影響
佐土原　今のエネルギー関連の取り

組みが置かれている状況として、

2050 年以降は脱炭素化を図る、と

いう大きな目標があります。一方で、

この 3 月から急激に感染拡大をした

新型コロナウイルスの問題もありま

す。

　これらのことが、これからの都市

や建築、人の行動に与える影響とい

うのは大きいでしょうね。今朝の新

聞でも首都移転の話がぶり返してい

ましたが、都市への集中・分散のあ

り方にも影響を与えてくると思って

います。

髙口　私は、今回の対応は重症患者

数や死者数からすればオーバーリア

クションだと思っています。しかし、

これまで脱炭素を目指す中で、ライ

フスタイルを変えないといけないと

いう議論があるわけですが、個人の

ライフスタイルに関わる話で、施策

をどう打つのか、非常に難しかった。

それが図らずも新型コロナウイルス

対応ということで、一気に皆がそれ

に取り組むようになったということ

では、大きな出来事でした。

　テレワーク（在宅勤務）などの急

激な増加に見るように、ある種のデ

ジタルトランスフォーメーション

（企業がデジタルテクノロジーを活

用して事業の業績や対象範囲を根底

から変化させること）が一気に進み

ましたし、生活の中でも、色々な意

味で発見があったと多くの人が言っ

ています。自分の家の周りを散歩す

るようになることで様々な発見をし

て、地域に対する認識と愛着が深ま

った方も多い。今回のことは、人々

の価値観、これからの仕事のやり方、

進め方、暮らし方などに影響を与え

ていくと考えています。

佐土原　そうですよね。

髙口　都市の集中を分散しようとい

う話も出てきています。しかし、例

えば今までも、高密の住空間をいか

に低密にしていくか、ということを

ずっとやられてきました。1960 〜

70 年代には 5 人家族が 6 畳一間に

住んでいるような密集市街地をいか

に安全にするかをやってきた。サラ

リーマンにして郊外に家をつくらせ

て通勤させてできた結果が現在の東

京です。その現状認識を共有した上

「	

地
域
熱
供
給
の
成
長
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
」
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地域熱供給 50 周年企画 長期ビジョン特別対談「地域熱供給の成長とソーシャル・デザイン」

で慎重に検討すべきかと思います。

佐土原　そうですね。ただ、日本の

都市は、高層建物と低層建物が混在

しており、空間の使い方として非効

率の部分もありますよね。また、大

地震発生の可能性が言われている場

所にこれだけの機能が集中している

というのは問題があります。やはり

機能を分散して、災害に強い都市を

つくっていくことは重要ではないか

と思います。今回、テレワークが普

及して、職場から遠いところに住ん

でも、必要な時だけ通勤する形が広

がれば、少し機能的に分散が図れま

す。そうした可能性が強まったとい

う意味では、今までと違った議論が

できるような気がします。

重視されていく地域の質
佐土原　震災対策としては、業務継

続街区（BCD）の整備が推進され

ており、自立分散型エネルギーシス

テムが求められています。避難施設

の整備もエネルギー確保が重要課題

ですが、今後は、感染症のリスク対

応も加わります。

　働く空間となる自宅の環境の整備

を重視することは、生産性を高める

ことであり、快適性を高めることで

もあります。住宅環境の質を上げて

いく一環で、電気自動車を導入して

災害に備えるということも考える。

そうすると、災害の時に避難施設に

行かなくても、自宅に留まるほうが

良い状態になっている可能性があり

ます。“居ながら避難”のようなこ

とができれば、感染症のリスクも低

減できます。

　避難施設整備における感染症対策

の問題を、地域全体でどう考えてい

くかという機会に、省エネの推進や、

再生可能エネルギーの導入、エネル

ギー供給の自立性確保も図っていく。

そうした街のあり方のようなところ

まで展開できるといいと考えていま

す。

髙口　住環境の整備ということでは、

やはり通学や通勤という機会がなく

なると運動不足になりますから、皆

さん、意識的に運動をするようにな

ると思います。そうすると自然と、

家の周辺、地域の質に目が向くよう

になります。今後は、住宅をつくる

際、選ぶ際に、これまで以上に地域

としての質が重視されてくると思い

ます。

佐土原　地域づくり、まちづくりと

しては、エリアマネジメント活動も

随分行なわれてきています。そうい

う中で、災害時のレジリエンスと日

常の快適性を考えた時に、自立分散

型エネルギーシステムの有無にも目

が向くといいですね。そうしたエネ

ルギー基盤の整備には、地域熱供給

のスケール程度のエリア単位で、地

域特性を踏まえたまちづくりをする。

そういう方向性が生まれてくること

を期待しています。

金融商品として評価される必要性
佐土原　地域熱供給がこれからより

認知され、さらに導入普及されるた

めには、ソーシャル・デザインの視

点からは何が必要と見えますか。

髙口　あたりまえのことですが、役

に立つものであるということが一番

大事です。

　今、各地域では、色々なことを自

分たちで賄わなければいけなくなっ

てきているので、けっこう大変です。

マンション等に導入された自家発電

装置は一体誰が面倒を見るのか、ど

うやって使えばいいのか。どういう

優先順位で限られた電気を使うのか

運用ルールもつくらなければいけな

い。設置するだけでは、10 年もす

れば使い方もわからなくなってしま

うので、定期的な操作の訓練も必要

です。

　再生可能エネルギーの大量導入も

言われていますが、送電線の空き容

量がないと、発電した電力を逆潮流

させたくても、制限がかかってきま

す。その制限の発動も再生可能エネ

ルギー側の発電量のピークを基準に

しているので、送電量を制御・調整

できれば、実際はもっと逆潮流でき

る可能性もあるわけです。そのよう

な制御は、まさに地域におけるエネ

ルギーマネジメントなのですが、そ

れを一体誰がやるのか。その主体が

未整備です。

佐土原　そうなんですよね。

髙口　でもそこに地域熱供給がある

場合は、拠点があり、人がいます。

これはすごく大きなアドバンテージ

です。問題は、そこにエリアマネジ
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2050年目標で地域熱供給が進化を目指すDTS（地域総合サービス事業）の姿（特別
報告「地域熱供給の長期ビジョン」日本熱供給事業協会、2020年2月3日）

メントができる人材がいるのかどう

か、能力があるのかどうか。運転員

の方々にいきなり地域社会のリーダ

ーもやれと言っても、ちょっと難し

いですよね。

　熱供給事業者による将来的な各種

地域サービスの提供は、協会の「地

域熱供給の長期ビジョン」の中にも

強く書かれていることですが、問題

は熱供給プラントにそれを担える人

がいるのか。ソーシャル・デザイン

としてはそこが一番大事なところで

す。

佐土原　「地域で色々なことを自分

たちで賄わなければいけなくなって

きている」というお話がありました

が、その主体に一番近い存在はエリ

アマネジメント組織でしょうね。た

だ、必要なのは、全体をコーディネ

ー ト し な が ら、 エ ネ ル ギ ー 需 給、

MaaS（Mobility as a Service）、防

災など、様々な地域サービスを相互

のニーズを調整しながら提供してい

くことができる主体なんですよね。

　そういうことを考えると、エリア

マネジメント組織がもっと熟度を高

めるのと合わせて、エネルギーの供

給者、熱供給事業者などが連携して

いく、そういう姿をうまく描けると

いいのかなと思います。

髙口　“役に立つ”ということでは、

第三者からの評価も重要です。オフ

ィスビルというのは不動産ではある

のですが、事実上の金融商品です。

地域の価値は、そのまま不動産の金

融価値に表れないといけない。

　地域熱供給にものすごく価値があ

るとすれば、その地域のビルは他の

地域のビルと比べて、これだけ金融

商品として値段が高いということが

言えなければおかしい。もし言えて

いないとすれば、本当は価値がない

か、その価値がきっちりと伝えられ

ていないかです。金融商品には資産

査定のルールがあるので、それに則

った計算ができるように情報を提供

しなければなりません。

佐土原　なるほど。それはそうです

ね。

髙口　例えば、GRESB（Global Real 

Estate Sustainability Benchmark）

というものがあるのですが、簡単に

言えば不動産業者が所有する建物を

群として格付けする仕組みで、オラ

ンダの保険業者が投資先を格付けす

るために始めたものです。一つ一つ

の個別不動産を評価するのではなく

て、不動産会社・ファンド単位でサ

スティナビリティを測るベンチマー

ク（指標）で、ESG（環境・社会・

ガバナンス）の概念などが評価項目

に含まれている。その中で地域熱供

給の位置付けがどうなっているのか。

適正に位置付けられていないとすれ

ば、ロビー活動も必要です。

佐土原　地域熱供給が脱炭素に向け

た取り組みとして大事であるとか、

どういう意味でそれに貢献するのか

とか、もっとわかりやすくアピール

していく必要があるわけですね。

髙口　技術者の方々は、評価のため

のデータはすでに出していると言わ

れるかもしれませんが、金融マンは

「私たちが利率を計算するために使

えるデータを出してください」とい

ったスタンスなので、こちら側がデ

ータを出したつもりでも、受け手が

求めるものとギャップがあれば、意

味がありません。

佐土原　そうなんですね。ESG 投

資など、社会の大きな動きとして、

地域熱供給が評価される可能性は高

くなってきていますので、ぜひ取り

組みたいところですね。

次の課題は主体と人材
佐土原　日本熱供給事業協会では、

この 2 月に 2030 年・2050 年に向け

た「地域熱供給の長期ビジョン」を

発表しました。その中で 2050 年に

は地域総合サービス事業（DTS）

として様々な地域サービスを展開し

ていくようなことを打ち出している
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のですが、先ほど、それを実際に進

めるには人材をどうするか、どうい

う主体でやるか、などを考える必要

があるというお話をいただきました。

これからのまちづくりの主体として

は、エリアマネジメント組織が動い

ているので、そういう主体とエネル

ギーの供給者が連携するようなイメ

ージを持っていますが、どのように

お考えになりますか。

髙口　エリアマネジメントとは何か

と考えてみると、俗っぽく言ってし

まえば、やはり地価がどれくらい上

がるか、あるいは人口減少下でどれ

だけ下がらないかです。

　三菱地所や三井不動産のエリアマ

ネジメントも、地域のブランディン

グのために様々な取り組みをやって

いるわけです。災害対策やイベント

など、何をすることが地価や坪単価

に影響するのか、それが全てではな

いですが、そうした点に大きな関心

を持って動いています。

佐土原　そうですね。まさにそうい

うことですよね。

髙口　地方都市であれば、今後、ど

んどんと人口が減っていく中で、住

まいの選別がなされ、地価がどんど

ん下がっていく。その中でどうやれ

ば地価が下がらないのか、そのため

にエリアマネジメントをすると思い

ます。

　マンションなどは非常にわかりや

すい例です。管理組合が頑張ってい

るところは、マンションの値段が下

がらない。実例として有名なマンシ

ョンは 2 〜 3 しかないのですが、成

功しているところはあります。そう

いった所でも「あそこはあの人がす

ごく頑張っているから」という話だ

ったりもします。設備もどんどん新

しくなるし、修繕もきちんと進めら

れているし、管理組合の会合のあと

は毎回バーベキューをやっている。

そういうことがあれば、皆がそこの

マンションに住みたい、買いたいと

思うので、マネジメントに金銭的な

意義があるわけです。

佐土原　成功例が 2 〜 3 というのは、

なかなかうまくいかないものですね。

髙口　東京都下の自治体のタウンマ

ネージャーをやっている方と最近知

り合いになったのですが、かなり優

秀な方です。元は金融会社に勤めて

いて、なぜかその後、建築家のアト

リエに勤めて中国で数年仕事をした

後に帰国して、タウンマネージャー

になられた。「地域熱供給の長期ビ

佐土原 聡 氏　略歴
Sadohara Satoru�

1980年早稲田大学理工学部建築学科卒業。1985
年早稲田大学大学院理工学研究科博士課程単位取
得退学。工学博士。現在、横浜国立大学大学院都市
イノベーション研究院長・都市科学部長・教授。専門
は都市環境工学。地域エネルギーシステム、生態系
サービス、地理情報システム（GIS）の活用などの観
点から、安全で環境と調和した都市づくり・地域づ
くりに関する研究に実践的に取り組んでいる。また
現在、一般社団法人都市環境エネルギー協会理事・
研究企画委員会委員長を務める。主な著書に「人と
自然の環境学」（共著）等。2013年日本建築学会賞
（論文）受賞。

髙口 洋人 氏　略歴
Takaguchi Hiroto�

1970年京都生まれ。1995年早稲田大学理工学部建
築学科卒業、1997年早稲田大学院理工学研究科修
了。2002年博士（工学）取得。早稲田大学助手・客員
講師（常勤扱い）、九州大学特任助教授を経て2007
年より早稲田大学准教授。2012年より現職。2017
年より同大学建築学研究所所長。完全リサイクル型住
宅や家庭用燃料電池の開発に従事。現在、住宅や建築
物の省エネルギー対策、新エネルギーの導入促進に
関する研究の他、東南アジアの省エネなどにも取り組
む。主な著書に「地方都市再生の戦略」「都市環境学」
「Sustainable Houses and Living in the Hot-
Humid Climates of Asia」（いずれも共著）等。

ジョン」に書かれているような多様

な地域サービスをこれからやってい

くのであれば、そういう人材を確保

するビジョンを考えないといけない

と思います。

佐土原　そうですね。

　今日は地域熱供給の導入普及に関

して、そして「地域熱供給の長期ビ

ジョン」について、ソーシャル・デ

ザインの観点から次のステップをど

うしたらよいか、議論してきました。

　不動産の評価としてもきちんと評

価されるようなデータを提示してい

かなければいけないという話もあり

ました。よいものがよいと評価され

る努力が必要ですね。

　今日はありがとうございました。
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1．熱源設備容量と基数

1.1　建物単独熱源の容量と基数

図 1.1 は、建物単独熱源の容量と基数を示します。

基数は、トラブル時、すなわち、1 基故障時にも影響を

最小限に留めるため、大規模建物は 4 基、中規模は 3 基

の設置としています。吸収式冷温水機は暖房負荷を賄え

る基数、残りをターボ冷凍機としています。

1.2　エリア共用熱源の容量と基数

図 1.2 は、第 2 回（110 号）で示したスマートエネ

ルギーシステム（エリア共用熱源・熱融通）を採用し

た場合のエリア共用熱源の容量と基数です。熱融通を

しますので、トラブル対応として、エリアで 6 基くら

い以上であればよいとしています。他方、熱源容量は、

吸収式冷温水機、ターボ冷凍機とも 1,000Rt を上限と

して各建物とも同容量で決めています。吸収式冷温水

機は暖房負荷を賄える基数、残りをターボ冷凍機とし

ています。結果、900Rt が 10 基となりました。建物

単独熱源よりも基数が大きく減り、後述するように、

工事費を大幅に低減できます。

図1.1　建物単独熱源の容量と基数

図1.2　エリア共用熱源の容量と基数

連載／魅力的で強靭で低炭素な街・スマートエリアと
スマートエネルギー実現への提案

㈱日建設計総合研究所

栗山 知広

魅力的で強靭で低炭素な街・スマートエリア

スマートエリアを支援するスマートエネルギー

街を強靭化し低炭素化するスマートエネルギー

経済性がよく事業が成り立つスマートエネルギー
最終回

1
2
3

第

回

4

今回提示する経済性の各数値は、筆者が過去に検討し、第 2 回で地区を提示し、第 3 回で延床面積を提示した

6 建物がある某地区を対象とした計算結果です。これから開発を進める方々の参考になれば幸いです。
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図2.1　容量ごとの熱源と付属配管工事費（百万円）

図2.2　熱源設備・熱融通導管工事費（百万円）

図2.3　熱源設備・熱融通導管の減価償却費（百万円/年）

図2.4　容量ごとの熱源設備保守費（百万円/年）

図2.5　建物単独とエリア共用の保守費（百万円/年）

2．熱源・配管工事費と熱源保守費

2.1　容量ごとの熱源と付属配管工事費

図 2.1 は、容量ごとの熱源と付属配管工事

費を示します。吸収式冷温水機とターボ冷凍機

を図示の比率で計算しています。容量が大きい

ほど単価（円 /Rt）が安くなります。熱源を共

用して 1 基当たりの容量を大きくすることで、

熱源工事費を大きく低減できます。熱源に付属

する配管も口径が大きくなり、本数が減ること

で工事費が安くなります。

2.2　熱源設備・熱融通導管工事費

図 2.2 は、図 1.1 の建物単独熱源と図 1.2

のエリア共用熱源の容量と基数で積算した、熱

源設備・熱導管工事費です。熱源付属配管も含

みます。差額が 726 百万円もあり、建物単独熱

源工事費の 23％に当たります。この差額が

CG（コージェネレーション）設備工事費の原

資になります。

2.3　熱源設備・熱融通導管の減価償却費

図 2.3 は、図 2.2 に示した工事費の減価償

却 費 で す。 償 却 年 数 17 年、 減 価 償 却 費 率

0.0787 での計算です。減価償却費（百万円 / 年）

＝工事費（百万円）×減価償却費率（/ 年）です。

2.4　容量ごとの熱源設備保守費

図 2.4は、容量ごとの熱源設備保守費です。

図示の冷温水機とターボ冷凍機の比率で計算し

ています。容量が大きいほど単価（円/Rt）が安

くなり、熱源を共用して 1基当たりの容量を大

きくすることで、保守費を大きく低減できます。

2.5　建物単独とエリア共用の保守費

図 2.5 は、建物単独熱源とエリア共用熱源

の保守費です。差額が 20.9 百万円 / 年ありま

す。図 2.3 で示した熱源・熱融通導管の減価

償却費の差額が 57.2 百万円 / 年ですから、保

守費がいかに大きいかが分かります。保守費を

おろそかにできません。

熱
源
と
付
属
配
管
工
事
費（
百
万
円
）

0

300

250

200

150

100

50

0
200 400 600

冷凍機容量（Rt）

50
0R
tの
比例
ライ
ン

吸収式冷温水機：固定速ターボ冷凍機：インバータターボ冷凍機
＝2：1：1の比率で算出

容量が大きいほど
単価が安い（円/Rt）

熱源を共用し1基当たりの
容量を大きくすることで
熱源工事費を低減できます

800 1,2001,000

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

共用熱源
2,445

差額
726

建物A
546

建物B
756

建物C
546

建物D
588

建物E
420

建物F
315

差額がCG等の原資になります

建物単独熱源

エリア共用熱源

500 100 150 200 250 300

共用熱源
192.4

差額
57.2

建物A
43.0

建物B
59.5

建物C
43.0

建物D
46.3

建物E
33.1

建物F
24.8

建物単独熱源

エリア共用熱源

熱
源
設
備
保
守
費
（
百
万
円
/年
）

0

12

14

2.3
3.2

11.5
200Rt×５基の保守費

1,000Rt×1基の保守費

200Rt×1基の保守費

10

8

6

4

2

0
200 400 600

冷凍機容量
吸収式冷温水機：固定速ターボ冷凍機：インバータターボ冷凍機
＝2：1：1の比率で算出

容量が大きいほど単価が安い（円/Rt）

熱源設備保守費≒1.5×冷凍容量Rt/1,000＋2（百万円/年）

熱源を共用し1基当たりの
容量を大きくすることで
熱源設備保守費を低減できます
おろそかにできません

800 1,2001,000

11.5／3.2＝3.6倍

100 20 30 40 50 60

共用熱源
38.6

差額
20.9

建物A
10.2

建物B
13.8

建物C
10.2

建物D
10.9

建物E
8.0

建物F
6.5

建物単独熱源

エリア共用熱源



10 熱供給 vol.112 2020

3．設備スペース

3.1　容積算入対象外設備スペース

図 3.1 に、地域熱供給の場合に、容積算入

対象外となる設備スペースを示します。図中の

（注）に記載しているように、東京都は、熱受

入室や空調機械室も容積算入対象外となります。

対象外面積が他の用途に転用できます。テナン

トビルであれば大きな賃貸収入が得られます。

3.2　設備スペースの比較

図 3.2 に、建物単独熱源とエリア共用熱源

の設備スペースの面積（㎡）を示します。設備ス

ペースが小さくなり、建築工事費あるいは賃貸

料を少なくできます。

4．熱融通導管

4.1　エリア熱融通導管のルート

図 4.1 に、エリア共用熱源・熱融通導管ル

ートの一例を示します。地下空間露出配管の前

提で、口径は本稿の場合 350mm です。いずれ

かの建物にエリア集中熱源とするケースでは最

大 700mm となります。

4.2　エリア熱融通導管の将来対応

地下空間露出配管の場合、隣接建物を建て替

える場合に支障が出ないかと考えられますが、

図 4.2 に、エリア熱融通導管の将来対応を示

します。図に記載しているように、支障は出ま

せん。

4.3　熱導管工事費

図 4.3 に、3 つのケースの熱導管工事費（千

円 /m）を示します。いずれも配管数は 4 本です。

図の上段は、エリア共用の導管口径 350mm 地

下空間露出配管で、本稿で設定しているケース

です。道路下埋設の 2 ケースである、エリア共

用 350mm とエリア集中 700mm のシールド工

法埋設も示します。本稿の設定ケースの場合、

大幅なコストダウンが実現できます。

図4.1　エリア熱融通導管のルート

図4.2　エリア熱融通導管の将来対応

図4.3　熱導管工事費（千円/m）

図3.2　設備スペース（㎡）の比較

図3.1　容積算入対象外設備スペース
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⑥ 中央監視室 対象 対象外

⑦ 各階空調機械室 対象 (注)

(注)東京都は容積算入対象外
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従来の地域熱供給では、
熱源を集中設置するので導管口径が大きくなりますが、
エリア共用熱源では、
融通熱量から決まるので導管口径が小さくて済みます。
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敷設工事費が安い
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熱源
提案しているスマートエネルギーシス

テムでは、各建物に必要な熱源設備は、

各建物ごとに設置するので、建物の地

階に熱融通導管を敷設しても、将来的

にどの建物が建て替えられても支障は

出ません。

M
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シールド工法埋設

本稿で提案している
エリア共用熱源

シールド工法埋設

地下空間露出

いずれかの建物に集中設置
導管口径も大きい
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5．熱単価

5.1　地域熱供給の熱単価

日本の地域熱供給は高いという風評が一部であ

ります。私の分析では、熱導管敷設工事費が行政

手続きの長期化や工法等の制約により高額となる

事例がありますが、実際には建物単独熱源と比較

する際に各種経費を適切に費用計上していれば、

ほとんどの地域熱供給は高コストとは言えません。

5.2　熱製造単価の確実な計上

図 5.1は、建物単独熱源とエリア共用熱源の

熱製造単価を示しています。左のグラフのように、

建物単独熱源の計上費目から人件費と保守費を抜

くと 6.81 円 /MJ となり、エリア共用熱源の 7.95

円 /MJ よりも安くなります。ところが、右のグ

ラフのように、人件費と保守費を計上すると 9.01

円 /MJ となり、エリア共用熱源の方が安くなり

ます。往々にして人件費と保守費が計上されない

ことがあります。

5.3　償却年数と減価償却費率

図 5.2は、償却年数に応じた減価償却費率で

す。地域熱供給の工事費の償却年数は 17 年で計

上されます。一方、熱源設備や熱導管はハイスペ

ックで、実際の耐用年数は 20 年超の設備・導管

も多く存在しています。そうした実情に合わせて、

実際の事業採算性検討に際しては、償却期間を

25 〜 30 年程度で試算すべきであると考えます。

5.4　償却年数を長くした場合

図 5.3は、左のグラフがエリア共用熱源の工

事費の償却年数を 17 年で計算した場合の熱単価

で、右は設備 25 年、導管 30 年と長くした場合で

す。長くした場合は計 0.91 円 /MJ 安くなり、17

年の熱単価 7.95 円 /MJが 7.04 円 /MJになります。

都心部などでは、熱導管の敷設手続きの煩雑さや

他埋設物との調整など課題はありますが、環境性

と経済性を両立する地域熱供給等共用熱源システ

ムは、一考の余地があると私は考えます。

図5.3　償却年数を長くした場合

図5.2　償却年数と減価償却費率

図5.1　熱製造単価の確実な計上

栗山 知広 氏略歴
Kuriyama Tomohiro　　 

1974年京都大学大学院
建築学専攻修了、日建設計
入社。設備設計室長等を歴
任。2006年日建設計総合
研究所へ転籍。取締役副
所長を経て、現在、特別研
究員。
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連載●世界遺産から見えてくる日本

矢野 和之

「長崎と天草地方の潜伏キリシタ

ン関連遺跡」は、2 世紀以上も政策

的にキリスト教が禁じられていた頃

の潜伏キリシタンの伝統の証しとな

る遺産群として世界遺産登録されま

した。大浦天主堂を含む 12 の資産

で構成されています。

安政 6 年（1859）長崎の開港とと

もに外国人居留地が大浦にでき、そ

こをパリ外国宣教師会のフューレ神

父が宣教拠点としました。この時、

布教とともに潜伏キリシタンの探索

が目的にあったということです。長

崎には、文久 3 年（1863）の司教館

に続いて、元治元年（1864）に大浦

天主堂が建てられました。正式には

「日本二十六聖殉教者聖堂」といい

ます。慶長元年（1597）に宣教師と

日本人信者あわせて 26 人が長崎の

西坂（現・西坂公園）で殉教し、文

久 2 年（1862）に列聖されたことを

顕彰して建てられたもので、天主堂

は西坂の方向を向いて建てられてい

ます。

天主堂建設に精力的に動いたのは、

1864 年に長崎に着任したプティジ

ャン神父でした。天主堂を見に来た

一人の婦人が、プティジャン神父に

「ここにおります私どもはあなた様

と同じ心のものです」「サンタマリ

第 26 回 大浦天主堂

①



　　 世界遺産 DATA 　　

◆登録名：��長崎と天草地方の潜伏キリシ
タン関連遺産

◆所在地：�長崎県南島原市、平戸市、長
崎市、佐世保市、小値賀町、新
上五島町、五島市、熊本県天
草市

◆登録年：2018 年

◆�構成資産：�原城跡、平戸の聖地と集落（春
日集落と安満岳、中江ノ島）、
天草の﨑津集落、外海の出
津集落、外海の大野集落、黒
島の集落、野崎島の集落跡、
頭ヶ島の集落、久賀島の集
落、奈留島の江上集落（江
上天主堂とその周辺）、大浦
天主堂

　※資産総面 5,567ha
　　緩衝地帯総面 12,253ha

◆適用基準
（ⅲ）�現存するか消滅しているかにかかわ

らず、ある文化的伝統又は文明の存
在を伝承する物証として無二の存在

（少なくとも希有な存在）である。
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①大浦天主堂正面
　（写真（全て）：日暮雄一）
②三廊形式の内部
③信徒発見のきっかけとなっ
たマリア像

④大浦から西坂を望む
⑤大浦天主堂の隣にある旧羅
典神学校

②

③

④ ⑤

（修復建築家・日本イコモス国内委員会事務局長）

文化遺産保護に関わる国際的な非政府組織（NGO）です。
ユネスコの諮問機関として世界遺産登録の調査・評価等の活動も行なっています。
ICOMOS／国際記念物遺跡会議：International Council on Monuments and Sites

イコモス
とは

アの御
ご ぞ う

像はどこ？」と尋ねました。

浦上村（現・長崎市浦上地区）の潜

伏キリシタンが発したこの言葉が、

250 年の弾圧の下に信仰のあかりを

灯し続けた“信徒の発見”という衝

撃的な出来事になりました。マリア

像があるかどうか聞いたのは、マリ

ア信仰があるカトリックであること

を確かめたかったのでしょうか。浦

上の信者は、カトリックの信仰形態

を潜伏中によく継承していました。

この信徒発見は、すぐヨーロッパに

伝えられ、大きなニュースとなり、

信仰の強さが讃えられました。

この後、新たな信仰形態を求めて

宣教師の下に入ることを目指した潜

伏キリシタンの人々でありましたが、

この時代はまだ禁教下でしたので江

戸幕府によって弾圧（浦上四番崩れ）

が行なわれました。明治政府も禁教

政策をそのまま受け継いでいました

ので、過酷な弾圧が続きました。欧

米の圧力によって禁教令が解かれた

のは明治 6 年（1873）のことでした。

創建時の大浦天主堂は、現在より

ひと回り小さく、日本人の大工たち

によって造られたもので、土蔵造り

のような海
な ま こ

鼠壁にローマ古典様式の

入口まわり、ゴシック風の尖塔をも

つ不思議なスタイルの教会で、日本

風に「天主堂」と記した扁
へんがく

額が掲げ

られていました。天主堂の現在の姿

は、明治 12 年（1879）に創建時の

天主堂を中に取り込む形で増築され

たあとのものです。

なお、信徒発見の立役者であるプ

ティジャン神父は、天主堂内の聖体

拝領台の下に今も眠っています。
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新宿地域冷暖房センターの概要
新宿新都心エリアは、淀橋浄水場跡地の再開発として、

1971 年の京王プラザホテルの開業を皮切りに、日本に

おける超高層ビル街の先駆けとして発展してきた。この

エリアのエネルギー供給を担う新宿地域冷暖房センター

は、首都圏初の地域冷暖房センターとして、同年操業を

スタートした（なお、その際、大阪万博で使用された冷

凍機１基が当センターに移設されている）。

その後、将来の超高層ビル建設計画を見越して地域配

管を延長敷設、1975 年に現在の供給エリアを網羅する

地域配管網が完成し、1991 年には、需要の増大と東京

都庁移転に合わせ、プラントを拡充・移転した。2018

年には、ガスエンジンコージェネレーション 2 基を中心

に、吸収式冷凍機、ターボ冷凍機等を導入・リニューア

ルし、これにより年間 18,000t 以上の大幅な CO2 削減を

実現した。現在、冷凍能力 214,720kW（61,000RT）、加

熱能力 137,555kW、発電能力 20,100kW、地域配管の総

延長約 8㎞（蒸気・還水・冷水の 4 管方式）、そして供

給延床面積は 227 万㎡を誇る世界最大級の地域冷暖房セ

ンターとなっている。

供給エリアには、東京都庁をはじめ、商業施設、オフ

ィス等を擁する超高層ビル、ホテル等が集中し、22 件営業地域図

プラント
熱導管

キンプトン
東京・新宿

あいおいニッセイ
同和損保新宿ビル

新宿
野村ビル

新宿
モノリス
ビル新宿

NSビル

都庁
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都庁
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議会棟
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小田急
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ハイアット
リージェンシー
東京
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中央公園

甲州街道

新宿
住友ビル

山之内
西新宿ビル

新宿
パーク
タワー

東京ガス
新宿

ショールーム

新宿歩行者
専用通路

都営大江戸線
都庁前駅 新宿

センタービル熱融通
京王
プラザ
ホテル

京王プラザ
ホテル南館

新宿
エルタワー

新宿駅

新宿
郵便局

エステック
街区

モード学園
コクーンタワー

損保
ジャパンビル

第1プラント

第2プラント

新宿新都心地域

西新宿一丁目地域

新宿地域
冷暖房センター

Close up town!!
全国熱供給エリア紹介⑫

「	来年で50年！都政の中心エリアの高い環境性・
	 レジリエンス性を支える世界最大級の地域冷暖房センター」

新宿新都心地域
東京ガスエンジニアリングソリューションズ㈱
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阪神・淡路大震災や東日本大震災クラスの大地震にも十

分耐えられる構造となっており、災害等による停電時に

も、ガスコージェネレーションが自立運転し、当センタ

ーの各設備の運転継続や、東京都庁への電力供給継続を

行なうことで、エリアのエネルギーセキュリティ向上に

貢献している。

第三は、隣接する地域冷暖房センターとの熱融通によ

る省 CO2・省エネルギーの実現である。当センターにお

いて高効率機器により製造した 3,000RT の冷水を、隣

接する当社新宿西口地域冷暖房センターに融通すること

で、両センタートータルでの CO2 排出量削減と省エネ

ルギーを実現している。

開業50周年を迎えて
新宿新都心エリアは、これまで、世界有数のビジネス

の拠点として、また日本の首都である東京都の行政の中

心として発展してきたが、新宿地域冷暖房センターは、

同エリアの発展とともに歩み、来年 4 月で 50 周年を迎

えることとなる。新宿地域冷暖房センターは、これから

もエリアのレジリエンス強化、環境性向上等、都市機能

の向上に貢献することで、新宿新都心エリアの将来に向

けたまちづくりに寄与していきたいと考えている。

（東京ガスエンジニアリングソリューションズ㈱地域エネルギー事業部　蓮沼 照一郎）

エネルギーシステムフロー図

のお客さまに、環境に優しく災害時も安心なエネルギー

供給を行なっている。

新宿地域冷暖房センターの特徴
当センターの主な特徴を挙げると、第一は、多様な機

器のベストミックスにより、高効率・省エネルギー、環

境保全を追求するシステムとなっている点である。高効

率のガスエンジンコージェネレーション 2 基（計

15,600kW）でつくられた電気で、高効率のインバータ

電動ターボ冷凍機計 4 台（計 20,000RT）を稼働すると

ともに、発電時の廃熱は、吸収式冷凍機に投入すること

で無駄なく使用し、既存の蒸気タービン冷凍機 5 台とあ

わせ、61,000RT という世界最大級の冷凍能力を持つ。

この設備により、新宿新都心エリアの多大な冷熱需要に

対し、高い効率性・環境性を備えた安定供給を実現して

いる。

第二は、ガスタービンコージェネレーションを利用し

た BCP（事業継続計画）への貢献が挙げられる。東京

都庁に冷暖房や給湯等に利用する冷水・蒸気を供給する

とともに、ガスタービンコージェネレーションで発電し、

地域配管トンネル内に敷設した専用送電線で東京都庁へ

の電力供給を行なっている。

なお、当センターに供給される都市ガス用中圧導管は、
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でも電力を供給

Close up town!!
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苫小牧市は約 50 年前に、中心街の
西方約 8km の地点にある糸井地域
に住宅団地を建設。その際に地域暖
房を導入した。供給開始後、現在に
至るまで様々な試練を乗り越えてき
た苫小牧熱サービス（株）。管理課長・
田中正宰氏にその間の大きな変化と
対応策について伺った。
田中　北海道苫小牧市では、昭和

40 年代前半に苫小牧東部の大規模

工業基地建設に伴う大住宅団地づく

りを企画。昭和 44 年に当時の市長

が北欧を外遊し、経済性を追求する

だけではなく、環境性を重視した「美

しい都市づくり」を目指して、町ぐ

るみで地域暖房を実施していること

を実感し、糸井ニュータウン（現在

の日新団地）の開発で地域暖房を採

用しました。

　供給開始は昭和 47 年 1 月、4 棟

140 戸からスタート。ピーク時の供

給件数は、市営・道営住宅 1,089 戸、

民間住宅 246 戸、業務施設 8施設で

したが、現在は市営・道営住宅 428

戸、民間住宅 236 戸、業務施設 6施

設となっています。元々は 2,000 戸

以上の住宅に供給をする計画でした

が、コスト等の問題で個人住宅への

供給は断念した中での供給先の減少

です。その対応策として、私たちは

新たな供給先として業務施設のさら

なる開拓に努め、平成元年にプラン

トから 400m離れた日新温水プール

を供給先に加えることができました。

周囲はすでに埋設物が多く、湧水が

豊富だったので、導管埋設工事は計

画の 2 倍もの期間を要しましたが、

平成 2 年には無事に供給を開始し、

市民の健康増進に貢献できています。

　供給開始後、間もなく 50 年を迎

えます。その間、多くの課題を乗り

越えて、安定供給体制を築いてきま

した。しかし現在、将来の供給先減

少が視野にあり、目下、関係先との

交渉を進めています。今後も市民の

快適な地域暖房生活の維持に努めて

参ります。営業で温水プールへの熱供給を受注！
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苫小牧市日新団地地域
苫小牧熱サービス㈱

事業登録　平成28年4月1日（事業許可　昭和47年12月25日）

供給開始　昭和47年1月21日

営業地域　北海道苫小牧市日新町3丁目ほか

供給延床面積　78,691㎡（平成29年3月31日現在）

エ
リ
ア
概
要

約50年間、「美しい都市づくり」に貢献してきた地域暖房。
住宅供給の減少を業務施設の新規開拓によってカバー。

平成になってからのエリア航空写真。エリア奥地に日新温水プールが見える
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新幹線開通による駅前整備で導入さ
れた小倉駅周辺の地域熱供給。市の
都市整備に対応する機会等に導入と
更新を果たし、さらなる省エネ化を
果たしてきた、現在の事業者である
西部ガステクノソリューション（株）
総務部マネジャー・寺崎好彦氏にそ
の経緯について伺った。
寺崎　昭和 48 年の新幹線開通に伴

い、北九州市では小倉駅周辺地区開

発の都市計画を決定。その際に大気

汚染防止、生活環境向上のために地

域冷暖房（地域熱供給）施設の導入

が計画されました。

　昭和 51 年 7 月の供給開始時は、

熱供給センター（第一）が小倉駅の

北側約 500m の位置にありました。

そのエリアは昭和 63 年 12 月に北九

州市が策定した「北九州市ルネッサ

ンス構想」の新都心化の対象となっ

て急速に整備を進めることになり、

将来的なプラント移転が必要になり

ました。その機会に平成 4年に九州

地域冷暖房（株）から西部ガス（株）

が事業譲渡を受け、移転計画を進め

ました。

　新プラント建設までには、エリア

内での需要増もあり、平成 4年に第

2熱供給センターを整備。両センタ

ーはプラント連携をしましたが遠隔

操作ができず、固定電話で連携をと

りながら現場で運転、安定供給に努

めました。これは手間が大きかった

ようです。それを平成10年4月に「ア

ジア太平洋インポートマート」の地

下に新プラントを設置した際に集約

し、大幅な効率改善を図りました。

平成 25 年に当社が事業継承した後

も、段階的に設備更新を実施して、

省エネ化を進めてきています。

　最初は供給延床面積 63,400㎡の小

規模エリアでしたが、現在は 265,766

㎡に拡大。ただ、需要家様の数は減

ってきているため、今後は離脱防止

が課題です。さらなる高効率化を進

めるとともに、お客様との信頼関係

構築に努めたいと考えています。新プラントへの分散拠点集約で課題解消！
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小倉駅周辺地域
西部ガステクノソリューション㈱

事業登録　平成28年4月1日（事業許可　昭和51年2月9日）

供給開始　昭和51年7月16日

営業地域　福岡県北九州市小倉北区浅野1丁目〜3丁目

供給延床面積　265,766㎡（平成29年3月31日現在）

エ
リ
ア
概
要

北九州市の都市整備にあわせてプラント新設・統廃合。
幾度の事業譲渡の中で継続的に効率改善に注力！

浅野熱供給センター
（H10～）

浅野事業所

アジア太平洋インポートマートアジア太平洋インポートマート

西日本総合展示場西日本総合展示場

国道199号線国道199号線

営業地域営業地域

需要家建物需要家建物

熱供給導管熱供給導管
タ
コ
マ
通
り

タ
コ
マ
通
り

旧国道199号線旧国道199号線

小倉湾小倉湾

→至門司→至門司←至博多←至博多
モ
ノ
レ
ー
ル

モ
ノ
レ
ー
ル

旧国道199号線旧国道199号線

国道1
99号線

国道1
99号線

展示場棟展示場棟

小倉興産16号館小倉興産16号館

小倉駅ビル小倉駅ビル

北九州中央郵便局北九州中央郵便局

（リーガロイヤルホテル小倉）（リーガロイヤルホテル小倉）

流通センター棟流通センター棟

小倉駅北口
駅前広場
小倉駅北口
駅前広場

JR西日本新幹線駅舎JR西日本新幹線駅舎

北九州国際会議場北九州国際会議場旧・第1熱供給センター
（S51～H10）

旧・第2熱供給センター
（H4～H10）

平成10年に2プラント体制から新プラントへ統廃合
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News Flash

虎ノ門一・二丁目地域にて虎ノ門ヒルズビジネスタワーの
商業施設、虎ノ門ヒルズ駅が開業

名古屋都市エネルギー㈱が（一財）ヒートポンプ・蓄熱センターの
「令和2年度デマンドサイドマネジメント表彰」理事長賞を受賞

虎ノ門一・二丁目地域では、2020 年 6 月、虎ノ門ヒ

ルズビジネスタワーに「虎ノ門横丁」（飲食 26 店舗）な

どの商業施設（タワーは 1 月に竣工）、日比谷線の新た

な駅である虎ノ門ヒルズ駅（熱供給の開始は 2023 年度

予定）が開業し、「国際新都心・グローバルビジネスセ

ンター」へと進化を始めています。

名古屋都市エネルギー㈱が、（一

財）ヒートポンプ・蓄熱センター（小

宮山宏理事長）の「令和 2 年度デマ

ンドサイドマネジメント表彰」にお

いて、理事長賞を受賞しました。

同社のささしまライブ 24 地域で

は、下水再生水を活用したターボ冷

凍機等の電気式空調機器や蓄熱槽と、

吸収式冷温水機等のガス空調機器を

組み合わせたシステムを構築してお

虎ノ門ヒルズビジネスタワー 外観 虎ノ門横丁

表彰盾を持つ技術企画課長・大谷氏

り、これを最適な形で運用すること

によって街区の省エネルギー・負荷

平準化を実現したことが高く評価さ

れました。

㈱日建設計、㈱日建設計総合研究

所、新菱冷熱工業㈱との 4 社による

受賞で、表彰式は、新型コロナ感染

拡大への対応で Web 表彰式となり

ました。表彰式の様子は、右記の

Web サイトにて閲覧できます。

本地域では「環境への配慮と災害への備え」が重要視

されており、そのために、虎ノ門エネルギーネットワー

ク㈱が、熱電併給を開始しました。AI 技術を活用した

統合エネルギー管理システムを導入し、熱製造と発電の

運用最適化を図るほか、災害による広域停電時でも、

CGS と蓄熱槽により、熱と電力の供給を継続します。

今後も、都市開発に合わせて供給先を拡大し、地域の環

境性・防災性の向上に貢献していきます。

https://www.hptcj.or.jp/library/
tabid/1656/Default.aspx
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4

「地域熱供給（地域冷暖房）実例集」改訂版発行

丸の内熱供給㈱が事業継続をしながらの大規模プラント移設を完了

当協会では 2014 年発行の「地域熱供給（地域冷暖房）実例集〜まちづくりと

熱の有効利用〜」を部分改訂した改訂版を 2020 年 6 月に発行しました。

2017 年 12 月の改訂以降に事業を開始した清原工業団地地域（栃木県）、日本

丸の内熱供給㈱では、2020 年 5 月、

東京・大手町エリアの新しいメイン

プラントを竣工させました。

従前の旧大手町センターは 40 年

以上もの間、大手町エリアに冷暖房

用の熱エネルギーを供給してきたメ

インプラントでしたが、2016 年 8 月

末から同プラントを稼働させながら

の移転工事に着手し、隣地に新メイ

ンプラントの「大手町センター」と、

三井物産ビルの地下に「Otemachi 

One サブプラント」（本年 3 月竣工）

を完成させました。

営業地域内でビルの建替えや再開

発にあわせて新規プラントの設置を

進め、需要家の皆さまに安定供給を

大手町センターの移設先

実例集表紙

Otemachi One外観（提供：三井物産㈱）

目次1（地球環境の保全、より良い都
市環境の創造に貢献する地域熱供給）

目次2（まちづくりと一体となった熱エ
ネルギーの有効利用）

日本熱供給事業協会ホームページ http://www.jdhc.or.jp/

橋室町西地域（東京都）、豊洲六丁目地域（東京都）、虎

ノ門一・二丁目地域（東京都）、横浜市北仲通南地域（神

奈川県）の 5 地域の情報を加えた全国 75 社 134 地域の

熱供給エリアを紹介しています。

地域熱供給の導入を検討されている皆さまや、設計事

務所、地方自治体などの皆さまが都市開発、再開発を検

討される際の一助としてご活用いただければ幸いです。

本誌ご希望の方は、当協会ホームページの「刊行物」

ページよりお申し込みください。

続けながらプラントの移設が図れる

ことも、地域熱供給の特徴の一つで

す。

大手町センターならびにサブプラ

ントへの移転により、環境性能の向

上、非常時対応の強化、浸水防止・

耐震性能の機能更新を実現しました。

大手町センターの本格稼働は 2021

年 4 月の予定で、今後とも大手町エ

リアのエネルギーネットワークの中

心的役割を担っていきます。
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渋谷フクラス

http://www.jdhc.or.jp/

渋谷フクラスは、渋谷駅西口正面にあった
旧・東急プラザ渋谷および周辺の再開発によ
り、2019年12月に開業した地上18階地下
4階の複合施設だ。東急グループの100年に
一度と言われる渋谷大改造の一翼を担うビル
で、開発コンセプト「大人をたのしめる渋谷
へ」を具現化する69店舗が揃った新生・東
急プラザ渋谷のほか、オフィスや観光支援施
設、屋上広場等が一体的に開発された。この
最先端の流行発信基地にも、環境負荷低減に
貢献する地域熱供給が採用されている。

2020

佐土原 聡 髙口 洋人
横浜国立大学大学院 教授 早稲田大学 教授

×

vol.

この施設は下記エリアで熱供給を受けています

渋谷道玄坂地域
（渋谷熱供給㈱）

「熱供給」誌を新たに定期購読ご希望の方は、当協会ホームページよりお申込みください（送料含み無料）。


